
（別紙４）

～ 令和7年　９月　2０日

（対象者数） 9名 （回答者数） 6名

～ 令和7年　９月　2０日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

～ 令和7年　９月　2０日

（対象数） 4施設 （回答数） ３施設

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き継続していく。

2

引き続き継続していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問日時について、更に柔軟な対応ができるよう体制整備を

検討していく。

2

3

・経験豊富な自立活動の体の専門家と保育士、看護師を配置し

ている。

・支援内容によって適切な支援員が訪問している。

・スムーズな連携と情報共有ができるよう、定期的な訪問を行

うよう心がけている。

・個々の発達や特性を理解し、日々保護者とのコミュニケー

ションを心がけているため、早めの課題抽出が可能。

・子どもや保護者と、コミュニケーションを積極的に

取るよう心掛けている。

・送迎時など、先生方と子どもたちについて情報共有

するよう心掛けている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問日時の調整が困難な時がある。 訪問先が複数あり、訪問支援員の調整が難しい。

令和６年　９月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　10月　１0日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年　９月　１日

○事業所名 ふたば

○保護者評価実施期間 令和7年　９月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表 (保育所等訪問支援）公表


